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maru_
線

maru_
タイプライターテキスト
3Dモデリングした当社マスコット

maru_
線

maru_
タイプライターテキスト
※ 対象範囲を拡大し、

　　表示設定を「簡易」から「標準」に変更し

　　注釈を追加して作成。
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maru_
タイプライターテキスト
※ コーナー詳細を3D表現したもの

maru_
楕円

maru_
タイプライターテキスト
※ 平面図の高さ方向の表示範囲を

　　GL+500からの見下げに変更して作成。

　　表示レベルを変えれば、セットバック毎の

　　平面図を追加するのも比較的楽に対応ができる。
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タイプライターテキスト
※ 部分詳細図の吹き出し機能を使用。

　　表示範囲で自動でトリミングされ、

　　任意のスケールで表示可能。

　　表示設定、注釈追加をして作成。

maru_
楕円

maru_
タイプライターテキスト
※ Auto-CADで作成した

　　従来の二次元データを取り込み

　　そのまま使用したもの。

　　（注釈のみREVIT上で書換えた）

maru_
タイプライターテキスト
※ 部分詳細図の

　　吹き出し機能を使用。


maru_
楕円

maru_
タイプライターテキスト
※ A-A断面の切断位置付近を切断した3Dビュー。

　　REVITでは作成した3Dモデルを任意の場所で簡単に切断でき、

　　360° 任意の方向から確認することができる。


maru_
楕円

maru_
タイプライターテキスト
※ 実際には昇降階段が

　　切断されているが、

　　要素非表示機能を

　　用いて非表示に

　　している。
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maru_
タイプライターテキスト
※ 部分詳細図の

　　吹き出し機能を使用。


maru_
タイプライターテキスト
※ 3Dビューを用いて

　　作成した詳細図。
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maru_
タイプライターテキスト
でハイライト表示した部分は、REVITの特性上、作成した3Dモデルを

立面図ビューに切り替えただけでは背面の見せたくない要素

 （コーナー部背後の建枠妻面、セットバック部背面の脚注調整部分 等）が

表示されてしまう為、要素非表示機能・ラインワーク等を使用して

ひと手間加え、従来同様の表現を実現した。
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タイプライターテキスト
※ 部分詳細図の

　　吹き出し機能を使用。


maru_
タイプライターテキスト
※ 部分詳細図の

　　吹き出し機能を使用。
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